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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2022年 10月 7日（金）Ｎo 12 

 

例 会 第１４７５回 ガバナー公式訪問/小杉苑 

ソング 君が代、奉仕の理想 ：ソングリーダー 古川賢吾君 

■ 会 長 挨 拶          樽󠄀井勉君 

みなさん、こんにちは。 

本日は、ガバナー、ガバナー補佐、地区幹事３名

が参加しての豪華な例会です。 

まずは、私から皆さんに２点お願いがあります。 

１点目は、台風１５号で甚大な被害を出した「藤

枝災害支援金」についてです。 

１９７４年の七夕豪雨依頼の大雨です。５０年に

一度と言われるような、この状況にロータリクラ

ブとして支援します。 

１名１万円の寄付とクラブより１万円を拠出し、

計５０万円を藤枝市へ支援金として渡します。何

卒、皆様のご理解とご協力をお願いします。 

後ほど、文書でお知らせします。 

２点目は、新会員承認の件です。 

６月３０日に１名の退会があり、現在４９名です。

５０人定員制の欠員補充として補充リストの中

から、１名を推薦しました。森下傑（もりしたす

ぐる）さんです。１９８８年８月生まれの３４歳

になったばかりの真面目な好青年です。趣味は、

「お酒」という、とても当クラブに合った人物で

す。後ほど、回覧しますので、是非、ご承認の程、

宜しくお願いします。 

本日は、月初でイベントが多数ありますので、以

上で挨拶とさせていただきます。 

 

■ 出 席 報 告          小嶋英公君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

42／49 85.71％ 38／49 77.55％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○池ヶ谷君○伊藤彰君○漆畑君○笠原君○川口君 

○村松章君  中村君 

 

(２)メークアップ者  

小嶋英公君（奉仕作業）中山恵喜君（静岡東） 

渕脇一啓君（奉仕作業） 

 

■ ビ ジ タ ー                   

国際ロータリー第 2620 地区 

       浅原諒蔵ガバナー 

国際ロータリー第 2620 地区 

 鈴木義弘ガバナー補佐 

国際ロータリー第 6220 地区 

       坂上 康地区副幹事 

国際ロータリー第 2620 地区 

       佐々木達也地区副幹事 

国際ロータリー第 2620 地区 

       松浦正秋地区副幹事 
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■ スマイル B O X       小嶋英公君 

・愛妻のバースデーありがとうございます 

 たぶん 63かな？       内山淑夫君 

・妻の誕生日プレゼントありがとうございます 

                望月誠君 

・誕生日プレゼントありがとうございます 

 54才になってしまいました。  杉浦聡君 

・10/2（日）藤枝・沖縄まつりにおいてエンド 

 ポリオの募金をさせていただきました。 

 場所を確保していただいた飯田さん、樽井会 

長はじめ多くの会員が募金してくださいまし 

た。２３，０００円余集まりました。当日 

参加できなくて募金できる方は帰りに小銭で

も結構ですので募金箱に協力お願いします。 

                若林秀典君 

・お誕生日プレゼントありがとうございます 

                 阿井誠君 

・妻の誕生日プレゼントありがとうございます 

                渡辺哲朗君 

・結婚記念品ありがとうございます。 

                小池吉久君 

・誕生日プレゼントありがとうございます 

                 樽井勉君 

・妻の誕生日プレゼント、結婚記念日のプレゼ 

ントありがとうございました。これからも健 

康に注意して元気で行きたいと思います。 

                山田壽久君 

・妻の誕生日プレゼントありがとうございまし 

 た。             植田裕明君 

スマイル累計額  ２９５，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ガ バ ナ ー 挨 拶            

国際ロータリー第 2620 地区 

浅原諒蔵ガバナー 

今年度、ガバナーを務めます浅原でございます。

本日は藤枝南ロータリークラブを公式訪問させ

ていただく機会を得ましたことに感謝申し上げ

ます。 

公式訪問するに当り、可能な限り合同例会では

なく一つずつ訪問させて下さいとお願いをしま

したが、それは地区内 74 クラブあれば 74 通りの

例会の進め方があることを体験したかったとい

うことと、各クラブご自慢の美味しい食事を出来

るだけ味わいたかったからです。 

 さて昨年の小林年度に引き続き、私の年度も残

念ながらコロナ禍のため PETS、地区研修協議会

をリアルで開催できませんでした。特に PETS は

各クラブ会長に直接、RI 方針や RI テーマについ

て説明する良い機会となる筈でしたが、適いませ

んでしたので本日、時間の許す限り丁寧にお話し

たいと思います。 

 今年度、ジェニファーRI 会長のテーマは「イマ

ジンロータリー」です。これはロータリーといえ

ども時代の流れ、変化に無縁ではなく時代に即し

たロータリーをイマジンして下さいという呼び

かけです。ロータリーの本質は変わらないものの、

新しいクラブの設立や受け入れ、DEI といった考

え方がそれにあたります。 

 新しいクラブの設立を提唱するのは従来型の

クラブでは、入会を希望しても仕事の都合などで、

それが敵わない人達を迎えるための工夫です。そ

して RI は DEI を今年度の最優先事項に位置付け

しています。ただ多様性、公平さ、インクルージ

ョンと言っても我々、日本のロータリーには理解

しづらいと言いますか、馴染みにくいと言った側

面がありますが、それを分かり易く話をすること

がガバナーの役割と考え、DEI に附いてお話した

いと思います。 
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 DEI の D、ダイバーシティ「多様性」の意味を

「あらゆる背景を持つ人や、幅広い文化、経験、

アイデンティティの人を歓迎します」と RI は説

明しており、そして「あらゆる」とは民族、人種、

肌の色、言語、宗教等を指す訳ですが、この辺り

が単一民族、単一言語の日本の社会にとって馴染

みにくい部分ではないでしょうか。 

 私はこれをもっと日本のロータリー向けに分

かり易く「多様性とは、一つは女性会員を増やす

こと、二つ目は異業種、これまで自分達のクラブ

には居なかったような職業分類の人を会員とし

て迎えましょう」と説明しています。会員候補者

を企業経営者や弁護士、医者といった従来からあ

る職業分類ではなく、もっと違う分野に新たな候

補者を求めることが、日本のロータリーにとって

の多様性と考えます。 

「公平さ」に附いては、改めて話すまでもないと

思いますので、「インクルージョン」に附いて説明

します。RI ではインクルージョンを組織に所属す

る人、すべてを包み込むに受け入れることと定義

しておりますが、分かり易く説明しますと、入会

して何年が経過したから、あの会員には今年、〇

〇を担当してもらうといった具合に年数で役割

を決めることは、インクルージョンに反します。 

 ロータリーに入会して何年ではなく、その人に

適した役割、その人が力を発揮できる役割を担っ

てもらうことがインクルージョンです。 

 限られた時間に全てをお話し出来ませんので、

ガバナー月信でも説明しておりますので、そちら

も参考にしていただければと思っております。 

 最後に藤枝南ロータリークラブ様の益々のご

発展をご祈念申し上げて、ガバナー公式訪問挨拶

とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今週の一言         江﨑直利君 

私の好物って？と

改めて考えるとな

んでしょう？ 

私が飽きずに急に

食べたくなるもの

はプリンです 

プッチンプリンで

もシャトレーゼの１００円プリンでもいいので

すが、私の好物は高級洋菓子店のおしゃれなもの

ではありません。最近ではローソンの昔ながらの

プリンですが、あまり置いているコンビニがない

のです 

しかしまだ子どもの頃に親父が鍋で作っていた

プリンに勝るものはまだ出会っていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

10/14(金) 

第 1476 回 
会員卓話 小杉苑 

10/21(金)  

第 1477 回 
お月見例会 小杉苑 

10/28(金) 

第 1478回 
早朝例会  

11/4（金) 

第 1479回 
会員卓話 理事会 
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    (担当／杉山君) 

おめでとうございます！ 


